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「教えます！水害後に自分でできる対処法」

講演会を開催 
 

 １２月７日（土）に「ここねっと」において、風組関東

代表の小林直樹様とＦＵＳＳＡ（株）代表の中原弘之様

を講師にお迎えし、浸水した家屋に対して自分でできる

対処法を学びました。 

 この講演会には 33 名が出席し、初めに「家に浸水する

とどうなってしまうのか」を、具体例を交えながら話し

ていただきました。講師からは床下を必ず確認すること

が必要で、泥出し後、浸水箇所を徹底的に乾燥させてカ

ビを防ぐことが、まず重要あるとのことでした。また、床

上浸水の場合には、床下だけではなく、壁材を撤去して

構造を確認し、水分を含んだ断熱材は廃棄することが必

要とのことでした。その他、浸水した家屋の感染症対策

としての消毒方法や、エアコンの室外機の清掃は、まず

水洗い後、徹底的に乾燥させる。さらに浸水で汚れた柱

のシミの修復は、米糠油で根気よく磨くとよいなど、沢

山の対処の仕方を教えていただきました。 

その後、講演の後半では、リフォームする際の見積書の

見方や見積に対する相談の仕方など、専門家としての立

場からのアドバイスがあり、最後に質疑応答が行われ、

出席者からは、「床上浸水したが、どこまで対応したらよ

いか分からないので教えて欲しい。」「下水管からの逆流

への対応は。」「見積書の見方を詳しく知り

たい。」などの質問があり、これに対する

講師からの回答に熱心に耳を傾けていま

した。 
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  ① ニーズ受付  

 

 

 

 被災者からの依頼を受け付けま

す。現地で、道路状況・家屋の状

況・被災者のニーズを収集しま

す。 

 

 

  

 

⑦ 活動報告  ⑥ 救援活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダーは活動状況と活動継続の

有無をスタッフに報告します。活動

継続が必要な場合は引継ぎ事項

を伝えます。 

 被災者に寄り添うという気持ちを

大切にしながら、福祉救援活動を

行います。 

 

  

災害ボランティア活動に参加した人に聞きました 

 

手話サークル かたくり代表 齋藤文男さん 

・活動のきっかけは？ 

  町会長をやっているので台風第 19 号のあと、町内の

安全を確認して回った。その時、あまりの被害の大きさ

に自主的に参加しようと思った。 

・何回活動をしたか？ 

グループで参加しようと思ったが、被害をうけた人もい

て声は掛けられなかった。佐野市に 4 回、栃木市に１

回参加した。また参加するつもりだ。 

・初めて参加したとき感じたことは？ 

受付で戸惑うことはなかった。ボランティア保険は年度

の初めにサークルで入っていた。マッチングは席が前

に前に流れていく感じで、私は内容を選ぶことはでき

なかった。依頼に基づいてもくもくと活動した。わからな

いことはリーダーに聞いて、家主に確認してもらった。

土のう袋の扱いは周りの人を見ながら覚えた。 

・作業内容は？ 

 泥出しがほとんど。家具の搬出や片付けもあった。 

・一緒に活動した方は？ 

 東京や神奈川の人がいた。経験者がいっぱいいた。 

 

 

台風第19号の被害にともな

い佐野市社会福祉協議会に設

置された「佐野市災害ボランテ

ィアセンター」 

１０月１５日の開設から 

１２月１日までのボランティ

ア活動者数の累計は 

10,542名です。 

ここねっとは更衣室・休憩所

として 1,271名に 

ご利用いただきました。 



 

② ボランティア受付  ③ マッチング 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付票とボランティア活動保険加

入カードへの記入、名札の作成を

行います。ボランティア活動証明

の申請も受付で行います。 

 被災者からの依頼内容の説明を

聞き、参加したい活動に手を挙

げ、活動先を選択します。 

 

 

 

⑤ 送り出し  ④ グルーピング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な資材等の貸し出しのチェッ

クを受けます。必要であれば資材

の配送もします。 

 グループを作り、リーダーを決め、

詳しい依頼内容の説明と、被災者

のプライバシーの保護や、ボラン

ティアとして活動上の留意事項の

説明を受けます。 

  

・活動に役立ったものは？ 

 インターネットで情報の収集や下調べ。 

・活動であったらよかったと思ったことは？ 

 石が多くてスコップが役に立たず、手で運んだところが

あった。センターから遠い場所で道具が合わなかった

時に、中間でサポートできる仕組みがあればと思った。 

・ボランティアに参加してもらうためには？ 

受け入れる側が積極的に発信すること。これしかない。 

・その他は？ 

 ここねっとが更衣室や休憩場所である説明があればもう

少し多くの人に使ってもらえたのではないか。 

 

 

 

 

協力・写真提供 佐野市社会福祉協議会 

台風第 19号により被災された皆様には、心より

お見舞い申し上げます。 

１日でも早く日常に戻れるように、 

ここねっとの職員一同願っております。 

またご利用の皆さまには、佐野市災害ボランテ

ィアセンター開設にともない、ここねっとのご利

用休止にご理解・ご協力いただきましたことに感

謝申しあげます。ありがとうございました。 

佐野市災害ボランティアセンターでは引き続き

ボランティアを募集しています。活動できる方は

ぜひご参加ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ここねっと＞ ご来館お待ちしております 

【開館時間】  火 ～ 土 曜：午前 9時～午後 9時 

日曜・祝日：午前 9時～午後 6時 

【休館日】   月曜日・12月 29 日～1月 3日 

 

今更聞けないパソコン講座 

もうちょっとパソコンが使えるようになりたい人向けの講座です 

日 時：令和２年 １月 18 日（土）、2月 1 日（土）13：30～15：30 

場 所：佐野市市民活動センターここねっと 

講演会「ＳＤＧｓを活用した地域課題の解決法」 

2030 年に向けて、世界が合意した「持続可能な開発目標」で地域をつくる 

日 時：令和２年 2 月 4 日（火）17：00～18：50 

講 師：新田 英理子氏（一般社団法人 SDGｓ市民社会ネットワーク 事務局長） 

場 所：ホテルマリアージュ仙水 

利用者連絡会 

みんなでお互いに譲り合いながら気持ちよく利用できるセンターを目指しましょう 

日 時：令和２年 2 月 15 日（土）13：50～15：30 

場 所：佐野市市民活動センターサロン 

活動相談会 

これから活動やボランティアを始めたい等、ご相談ください 

日 時：令和２年 2 月 21 日（金）、2月 23 日（日）9：00～17：00 

場 所：佐野市市民活動センター 

 

ゲームで体験 みんなのまちづくり 

佐野市に特化したボードゲーム「さのま

ちづくりゲーム」の完成体験会が 9月 16 日

に佐野市役所市民活動スペースで行われ、

総勢 27 名が参加しました。このゲームは 5

人 1組のチームで競い、森（林業）、里（農

業者）、街（商工業）、山（鉱業）、役所に分

かれブランド力を高めていくゲームです。

ボードのイラストも佐野市の景色を織り込

んだ郷土色あふれる作りになっています。 

ご希望があれば 

貸出できますので 

ここねっとへ 

お問合せ下さい。 

パネル作成講座 

 登録団体の活動の様子を紹介するための

「パネル作成講座」を 9月 29 日に行いまし

た。この講座は新しくパネルを作成してい

ただくだけでなく、以前作成したパネルの

内容を見直す機会にしていただければと思

い毎年行っています。スペシャルオリンピ

ックス日本・栃木陸上佐野、佐野市民合唱

団 Voice、NPO 教育支援協会北関東の３団体

の方にご参加いただきました。 

 

エコキャップはワクチンに！プルタブは

車イスに！身近にできるボランティアで

す。ここねっとでは回収を行っています。

ご協力お願いします。 


